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で生活の安定を考えませんか？で生活の安定を考えませんか？農 業 者 年 金

●「農業者年金」のご相談・加入申し込みは

農業委員会 または
JA農業者年金 担当窓口へ

※受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し算出。（男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合）
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められます。〈令和５年度は0.70％〉
※保険料額１万円のケースについては、35歳未満は保険料月額１万円で加入時、35歳以降は月額２万円で加入した場合。

※試算参照／
　独立行政法人  農業者年金基金  
　発行パンフレット（2023年5月版）
 「知って得する農業者年金」より

【通常加入／保険料月額２万円で加入した場合】
65歳までの
運用利回り2.5％、
65歳以降の
予定利率が0.70％と
なった場合の試算。

※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金
 （付加年金保険料 月額400円）への加入が必要です。
※農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金含む）お
　よび個人型確定拠出年金（iDeCo イデコ）とは重複
　加入できません。

農業者年金「年金シミュレーター」は
簡単な入力でご自分の年金額が試算できます。

ご活用ください
農業者年金
年金シミュレーター

https://www.nounen.go.jp
詳しくは、農業者年金基金ホームページへ

こちらから「農業者年金」のしくみを
動画（YouTube）でご覧いただけます

▲

●受給額（年額）の試算

２０歳

３０歳

４０歳

５０歳

４０年

３０年

２０年

１０年

加入年齢 納付期間 保険料額
年金額 （年額） 想定される受給総額保険料

納付総額 男 性 女 性 男 性 女 性

１万円

２万円

１万円

２万円

2万円

２万円

61万円

80万円

47万円

53万円

31万円

14万円

52万円

68万円

40万円

45万円

27万円

12万円

1,306万円

1,718万円

1,017万円

1,140万円

675万円

301万円

1,394万円

1,833万円

1,086万円

1,216万円

720万円

321万円

780万円

960万円

660万円

720万円

480万円

240万円

誰でも加入できるの？ 下記の要件を満たす方ならどなたでも加入できます

年間60日以上
農業に従事

国民年金第１号
被保険者

国民年金の保険料納付免除者を除く

20歳～65歳未満
60歳以上は

国民年金の任意加入被保険者

農業者年金制度について 若年層には、保険料の
国庫補助による政策支援が
あります。1. 積立方式 加入者や受給者数の影響を

受けない 安定した年金制度

保険料が全額
　　　　社会保険料控除の対象

※もしも８０歳の前に亡くなられた場合は
　死亡一時金があります。

2. 終身年金
農業者年金への加入要件に加え、
一定の要件を満たす
20歳～39歳が対象です。
詳しくは、お問い合わせください。
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▲農業者等と農業委員の意見交換会から（２/16）
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地域農業者協議会が始まる
　本協議会は、地域農業の課題解消のため
に必要な話合いを実践する場として、ＪＡ
秋田しんせい、市、農業委員会の三者が設
立に向け準備をしてきたもので、今年１月
から３月にかけて、地域農業を担う集落営
農組織や農業法人、認定農業者等にご出席
いただき、意見交換会を実施したところで
す。
　会の出席者からは、将来の農業に対する
切実な思いとともに、現状についての厳し
い意見が出された一方で、前向きな提案や
会に期待する声も寄せられたことから、正
式に会の設立に至りました。
　今後、協議会での話合いを重ねる中で、
地域農業課題の解消とともに「地域計画」
の策定に向かっていきますが、話合いには、

令和３年度に農業委員会が実施した「農地
及び農業経営に関する調査」の回答も活用
していくことになります。未回答分も含め、
引き続き農業経営者・農地所有者の直近の
意向を把握していくため、農業委員・推進
委員がタブレット片手に調査に訪問するこ
とがありますので、その際はご協力をお願
いいたします。

▲地域の土地活用状況を確認する農業者の皆さん（１/31）
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農地利用の最適化が委員・推進委員の仕事
モウ太（以下モ）「農業委員さん、推進委員さんはどんなお仕
事をしていますか。」
農業委員会（以下農）「農業委員は農地法に基づく許認可等の
法令業務を担っています。例えば毎月の総会で農地の権利移動
などを審査、許可します。また、推進委員は担当区域において
農地等の利用の最適化のための現場活動を行っています。
モ「最適化のための現場活動ですか。」
農「例えば、バラバラな農地を一ヶ所にまとめる話合いをした
り、遊休農地が発生しないように見回りをしたり、新しく農業
をやりたい人からの相談を受けるなどですね。毎月活動記録を
提出していただいていますが、皆さんとても熱心に活動してい
ただいております。とても重要な仕事であり、推進委員として、
一番大切な活動だと考えています。」
モ「大変なお仕事ですね。」
農「熱意あふれる地域の認定農業者をはじめ、農業者さん、非
農家さんが委員、推進委員として頑張ってもらっています。そ
れから男性に限らず女性も積極的に活動していますよ。（農業
委員会だより33号特集参照）」

モ「ところでタブレットが各支所に配布されたようですが何に使
うのですか」
農「各地域の推進委員が収集した様々な農地情報を集めるため
ですね。最新の農地情報ですので現在の状況が分かりますし、
農家の皆さんの農地に対する思い（将来、農地をどうしたい
か）が詰まった貴重なデータベースになります」
モ「未来の農地について考える大切な道具ですね。新しい委員
の皆さん、地域農地の未来のためよろしくお願いします。」

をした
く農業
記録を
してい
して、

モ「ところでタブレットが各支所に配布されたようですが何に使
うのですか」
農「各地域の推進委員が収集した様々な農地情報を集めるため

タブレットを駆使し、農地の情報収集を

モウ太君
 インタビュー
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頑張る 農業者
◆湛水直播栽培とは（カルパーとは）
　　種もみを水田に直接播種し栽培することです。炭酸カ
　ルシウムでコーティングして酸欠をなくし発芽率を高め
　ています。苗箱やハウスでの育苗や苗の運搬が不要のた
　め春作業を省力化できる点が魅力です。

◆活動内容を教えてください
　　米作りのコスト低減と春季労働の軽
　減を目指し、メンバーとの情報交換と
　技術向上に向けた研究、実践に取り組
　んでいます。
　　具体的には、直播機の共同利用、カ
　ルパー粉衣の一括作業、メンバーとの
　作業の協力、直播後の成育調査、新除
　草剤の試験などです。
　　春には作業日程の打ち合わせとその
　年の課題への取り組みについての検討
　会を、秋にはその年の作柄や反省点を
　話し合う反省会を開催しています。

◆この組織を立ち上げようとしたきっかけは
　　今後、農業は高齢化や後継者問題、稲作は大規模化が
　進むと考え、米作りのコストの低減と重労働の軽減を目
　指し、直播の研究、実践を目的に設立しました。

◆湛水直播を行ってみてどうでしたか
　　当初は雑草対策に悩まされる一方、播種後の低温によ
　る出芽不良、イモチ病の発生などがあり、悪戦苦闘の連
　続でした。その後栽培の要点を学び、次第に技術も向上。
　　今は直播対応の除草剤も多く、雑草対策もしやすくなっ
　ています。

◆今後の課題と夢を教えてください
　　出芽率を良くするための条件確保と除草剤の効果的な
　使用が直播成功の鍵と考えています。
　　今までは除草対応に重点をおいていましたが、現在は
　増収栽培に重点をおいています。令和３年のメンバーの
　最高反収は主食米で690㎏、令和４年は630㎏と比較的
　高反収を確保しています。
　　今後はメンバー内の技術の平準化と安定的な増収が目
　標です。　　（担当委員　畑山留美子）

◆法人化するまでのきっかけや経緯は
　　離農する人が増え、地域の農地が荒れ
　てきたことから、地域の農地と環境と人
　を守るために、何をどのようにしなけれ
　ばならないかを考えたことがきっかけで
　す。　
　　私たちは後継者、労働者の確保と地域
　農地の維持を図るために法人化しました。

◆労働力の確保についてどう考えますか
　　今後は後継者を育成しながら地域農業
　を衰退させないように期待しています。
　農業の経験がなくても、「やってみたい」
　というやる気がある人であれば、女性の
　方も大歓迎です。また、これからは外国
　人の雇用も考えていかなければと思いま
　す。

◆課題はありますか
　　農地が増えるほどに機械および施設の
　大型化をしなければならないのですが、
　そのためには経費の捻出、償却などを考
　えながら投資しなければならないことで
　す。

◆これから目指すことは
　　「農地を守ることにより、
　人と地域を守ること」です。０
　　地域のみんなが仲良く過
　ごせるように、地域に密着
　して、私たちができること
　をお手伝いしたいです。
　　　（担当委員　佐藤順）

◀
左
／
給
水
装
置　

右
／
水
位
セ
ン
サ
ー

所在地域／矢島地域　　
設立時期／平成20年４月20日
構成員／６人　主な作物／水稲

代表  土田　與七郎 さん
新所直播アカデミー

つち　だ　　　    よ　しち ろう
所在地域／由利地域　　
設立時期／令和４年１月20日
構成員／５人　主な作物／水稲・大豆

代表社員  木村　要 さん
合同会社 ファームプラス

き　むら　　　かなめ

　市の補助事業を活用し、水位
センサー、給水装置を導入し、
令和５年産から水管理作業の省
力化に挑戦しています。

コーティング前

コーティング後
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由利本荘市  農業委員会だより7 あなたと農地。 6

◆発行所／全国農業会議所
◆発　行／月４回 金曜日
◆購読料／月７００円（年８，４００円・税込）
　購読申込みは農業委員会事務局まで

農業委員会組織が
発行する農業に関する
総合専門誌です

https://www.nca.or.jp/shinbun/

工藤  佳太 さん
く　どう　   けい  た

本荘地域 藤崎（26歳）

黒毛和牛繁殖農家

農業にチャレンジ!
21歳から就農

農地を相続 された方は届出を！

こ
う 

と
う

●
相
続
登
記
と
は
？

　

相
続
し
た
不
動
産
の
名
義
を
、

亡
く
な
っ
た
被
相
続
人
の
名
義
か

ら
、
相
続
し
た
人
の
名
義
に
変
更

す
る
こ
と
で
す
。

●
相
続
登
記
し
な
く
て
も
こ
れ
ま
で

　
問
題
は
無
か
っ
た
け
れ
ど
？

　

こ
れ
ま
で
は
相
続
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
、
正
当
な
理
由
が
な

く
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

令
和
６
年
４
月
以
前
の
相
続
も
義
務
化
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
登
記
手
続
は

　
　
　
ど
こ
で
す
る
の
？

　

相
続
登
記
の
手
続
は
相
続
し
た

土
地
を
所
管
す
る
法
務
局
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
の
免
税
措
置

に
つ
い
て
（
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
）

１ 

相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
方
が

　

 

相
続
登
記
を
し
な
い
で
死
亡
し
た

　

 

場
合
の
相
続
登
記

２ 

不
動
産
の
価
額
が
１
０
０
万
円
以
下

　

 

の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

該
当
す
る
場
合
は
登
録
免
許
税
が
免
税

さ
れ
ま
す
。

相続登記の手続きは司法書士に依頼する
ことができます。問合せは下記まで。

秋田県司法書士会 相続登記相談センター
　　　　　　　　  ☎018-824-0055

秋田地方法務局本荘支局（給人町17番）
本荘合同庁舎３階　☎0184-22-1200

　農地を相続された方は、届出（農地法第３条の３）が義務付けられています。
法務局で相続登記をされた方は、農業委員会（事務局または支所産業建設課内
庶務班）に届出をお願いいたします。

　届出に必要な書類は、農業委員会に備え付けてある
ほか、市ホームページの農業委員会のページから取得す
ることができます。登記完了証や全部事項証明書の写し
を添付いただきますので、お持ちくださるようお願い
いたします。

親族の連絡先が…⁈の巻

ちゃん ねる

十
年
前
に
亡
く
な
っ
た

じ
っ
ち
ゃ
ん
の
相
続
登
記

し
て
な
か
っ
た
ワ
。

親
族
に
連
絡
し
な
い
と
。

み
ん
な

一番近くが
沖縄のナミエ
叔母さん。

ノブ叔父さんは
ア、アラスカ?!

甥っ子
宇宙に
行っとる！

甥っ子
宇宙に
行っとる！

遠いけど国内よ

意外と近いよ

書類送ってくれ～書類送ってくれ～

書類はどの位で
届くのかしら？
書類はどの位で
届くのかしら？

◆亡くなった被相続人の名義のままだと、いざ売買しようとしても、 
　先に相続登記を済ませる必要があることから時間がかかり、折角
　の売買の機会を逸してしまう場合があります。
 （農地の売買には、農業委員会の許可が必要です。）

◆何代も前から相続登記を放置しておくと、誰が相続人となるのか
　の調査に時間がかかり、相続登記の手続費用や手数料が高額にな
　る場合があります。

◆農地の貸し借りの際、書類作成が煩雑になる場合があります。

◆
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
　

飼
養
管
理
繁
殖
生
理
全
般
と

　

叔
父
の
水
稲
生
産
の
手
伝
い
で
す
。

　
◆
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ

　
と
で
す
か

　
　

あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
だ
と
思
っ

　

た
ら
辞
め
て
し
ま
え
ば
い
い
と
思

　

う
し
、
辛
い
と
言
っ
て
し
ま
っ
た

　

ら
終
わ
り
。

　
　

農
業
は
ロ
マ
ン
職
で
す
か
ら
。

　
◆
仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
こ
と

　
で
す
か

　
　

毎
日
牛
に
エ
サ
を
や
っ
て
牛
を

　

育
て
る
責
任
を
担
っ
て
い
る
こ
と
。 　

　

身
一
つ
で
経
営
を
回
す
困
難
さ

　

が
や
り
が
い
と
達
成
感
を
も
た
ら

　

し
ま
す
。

　
◆
今
後
の
経
営
は
ど
う
考
え
て
い
ま

　
す
か

　
　

来
年
か
ら
は
、
叔
父
か
ら
水
稲

　

を
引
き
継
ぎ
、
水
稲
８
㌶
、
草
地

　

１
・
５
㌶
と
な
り
、
繁
殖
牛
は
今

　

年
度
３
頭
増
頭
す
る
予
定
で
す
。

　
　

子
牛
価
格
が
下
が
り
、
資
材
が

　

高
騰
し
て
い
ま
す
が
、経
営
が
安
定

　
し
た
ら
、
水
稲
・
牧
草
関
連
の
機

　

械
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
は

　

耐
え
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
目
指
す
こ
と
は
ど
ん
な

　
こ
と
で
す
か

　
　
藤
崎
地
域
近
隣
の
農
地
を
水
稲
・

　
牧
草
栽
培
に
よ
り
守
っ
て
い
き
た

　

い
で
す
。
耕
作
放
棄
地
を
極
力
作

　

ら
ず
、
農
地
を
管
理
し
、
新
規
参

　

入
者
が
と
っ
つ
き
や
す
い
農
業
を

　

目
指
し
ま
す
。
未
来
の
農
業
の
た

　

め
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
続
け

　

ま
す
。

　

   

（
担
当
委
員　

佐
々
木
純
一
）

現在、工藤さんの牛舎では親牛15頭、

子牛11頭が飼育されている。

現在、工藤さんの牛舎では親牛15頭、

子牛11頭が飼育されている。

7/
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10/
11/

㈪
㈭
㈮
㈫
㈭

31
31
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31
30

12/
1/
2/

㈭
㈬
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31
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令和５年 8/
9/
10/
11/
12/

㈮
㈮
㈫
㈭
㈮
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15
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16
15

令和６年

５年

６年
1/
2/
3/

㈮
㈮
㈮

19
16
15

農業委員会農業委員会
総会開催日程総会開催日程
　農地に関する許認可等、
申請書類の審査に時間を
要する場合がありますの
で、提出期限に関わらず、
事前に協議くださるよう
お願いいたします。また、
申請書の提出が「許可」を
確約するものではありま
せんのでご留意ください。 

総会 開催日 申請書提出期限


